
（別記） 

令和４年度大紀町農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

大紀町は三重県の南部に位置し、北は大台山系、南は熊野灘に面している中山間地域で

ある。町の総面積は２３３．５４平方キロメートルで、約９０％が山林で占められており

農地面積は全体の約４％である。水田農業及び水田以外の農業経営をおこなう上での、地

勢的条件には恵まれていないが、農家個々の努力、地域住民の理解と協力、行政の施策の

活用、その他様々な活動により今日まで当地域の農業が継続・発展している。 

水田では主に水稲の作付けが行われ、水田農業以外では肉牛肥育業が盛んで松阪牛の産

地となっている。全耕地面積の約８５％が水田で占められており１農家当りの水田面積は

２０a～５０a程度と零細で、そのほとんどが第２種兼業農家となっている。ほ場整備につ

いては水田の約８０％が整備されているが、区画が小さいことなどから土地利用型農業に

進みにくい状況で自己完結型稲作経営となる要因の一つと考えられる。 

水田農業の課題として、農業従事者の高齢化と農地を任せる担い手や新規就農者の不足、

獣害被害等が大きく、農地の耕作放棄や不耕作が急速に進んでいる。 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

町内の約 460ha（不作付地を含む）の水田については、小規模で生産性の低い農地であ

ること、営農者の高齢化により、基盤整備や獣害対策を行ったほ場（団地）でも水稲栽培

を行うことが困難になってきており、不作付けが増加しているが、上述のとおり多くの営

農者が高齢であることから、野菜等の畑作物での有効利用を大きくすることは難しく、水

田利用を基本とした水田維持を図ること現実的である。 

一方で、一部の担い手や新規就農者等による野菜等の生産の取組みもあることから、適

地適作を基本として、産地交付金を有効に活用しながら、作物生産の維持・拡大を図るこ

ととする。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

作付けが固定化している高収益作物等の作付け水田について、農業再生協議会事務局担

当職員が産地交付金等の確認作業の機会を通じて現地確認を行い、随時、畑地化の取組を

働きかけ、畑地化を希望する者については、畑地化交付金の活用を検討する。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

需要に応じた米生産を推進し、消費者の求めている食の安全・安心に応えられる

よう、温湯消毒した苗を活用した良質米の生産を推進するとともに地産地消を進め

る。有機・低農薬・低コスト栽培を推奨し、消費者の求める米が提供できるよう努

力し競争力のある産地確立を目指す。 

 

（２）非主食用米 

飼料用米 

多収品種の導入や複数年契約への取組を進めるとともに、収穫後のわらの町内畜

産農家への供給を推進する。 



 

（３）麦、大豆、飼料作物 

当地域は、松阪牛（七保牛）の肥育地域であり、これまでも稲作農家との間で、

稲わらと家畜堆肥の交換による耕畜連携に取り組んでいる。肥育素牛価格の高騰等

に対応するため町内でも新たに繁殖牛に取り組みを開始する農家もある。このた

め、飼料作物の生産を継続し推進する。麦・大豆を生産する農家については国等の

制度を活用し推進する。 

 

（４）そば、なたね 

そば・なたねを生産する農家については国等の制度を活用し推進する。 

 

（５）高収益作物 

米価の低迷や深刻な高齢化の進展により、水稲の作付面積も減少しており、今後

の水田の維持のため、これまでの米中心の営農体系からの転換に向けて、高齢者で

も取組める野菜等の高収益作物の導入を推進する。 

また、キャベツやイチゴについては、面積拡大や生産性向上に取り組む担い手も

あることから、これらの広がりに向けて支援していく。 

 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）
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６　課題解決に向けた取組及び目標

対象作物の

作付面積

わら利用 耕畜連携

（耕畜連携） 取組面積

複数年
契約取組

面積・数量

高収益作物

当年度の
作付予定面積等

令和５年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

使途名 目標

1

麦

作物等

前年度作付面積等

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

2

3

目標値

（５年度）

5.70ha

8ha・37ｔ

（５年度）

1.50ha

（５年度）

高収益作物
助成

複数年契約
加算

飼料用米

飼料用米

野菜、ゴマ

整理
番号

対象作物

7.37ha・34t

（３年度）

1.41ha

（３年度）

5.06ha

（３年度）

前年度（実績）



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

対象作物の （３年度） （５年度）

野菜、ゴマ 高収益作物助成 作付面積 5.06ha 5.70ha

わら利用 耕畜連携 （３年度） （５年度）

飼料用米 （耕畜連携） 取組面積 1.41ha 1.50ha

複数年契約取組 （３年度） （５年度）

飼料用米 複数年契約加算 面積・数量 7.37ha・34t 8.00ha・37ｔ

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

3

整理
番号

対象作物 使途名 目標
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７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：三重県

協議会名：大紀町農業再生協議会

1 高収益作物助成 1 10,000 別表のとおり 出荷・販売していること。

2 わら利用（耕畜連携） 3 900 飼料用米
新規需要米取組計画の認定を受けて、飼料用米の稲わら
利用を利用供給協定に基づき取り組むこと。

3 複数年契約加算 1 6,000 飼料用米

　新規需要米取組計画の認定を受けていること。令和２年
産又は令和３年産から需要者と３年以上の複数年契約を締
結していること。生産性向上のための取組（別紙）を１つ以
上行うこと。

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくださ
い。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。

新様式（公表用）


